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研究要旨 

食品用器具・容器包装、おもちゃ及び洗浄剤（以下、「器具・容器包装等」）の安全

性は、食品衛生法の規格基準により担保されているが、近年、食品の安全性及びその

信頼性の確保に関する関心の高まりとともに、その試験及び分析に求められる信頼性

の確保も重要な課題となっている。蒸発残留物試験は器具・容器包装から食品擬似溶

媒への不揮発性物質の総溶出量を求める試験であり、合成樹脂製器具・容器包装の個

別規格、ゴム製器具・容器包装及び金属缶で規格が設定されている。しかし、本試験

は試験結果に影響を及ぼす可能性がある要因が多く存在するにもかかわらず、今まで

室間再現精度などの詳細な性能評価は行われていない。そこで、民間の登録検査機関、

国及び地方自治体の衛生研究所等の 25 機関により、器具・容器包装の蒸発残留物試験

についての試験室間共同試験を実施し、公定法と公定法変法の結果を比較するととも

に、それぞれの性能を評価した。さらに、イソオクタン及び 95%エタノールを浸出用

液とした場合の性能を確認し、規格試験法としての適用性を検証した。 

各試験機関に濃度非明示で 18 検体を配付し、2 ヶ月以内に各試験機関において、水、

4%酢酸、20%エタノール、ヘプタン、95%エタノール及びイソオクタンを用いて試験

溶液を調製し、蒸発残留物試験を実施した。その結果、蒸発乾固の操作を水浴上で行

った公定法と主にホットプレート上で行った公定法変法では、性能に差はなくほぼ同

等であった。従って、蒸発残留物試験の蒸発乾固は、公定法で規定されている水浴上

ではなくホットプレート上で行っても、蒸発乾固前に加熱装置から下ろすならば試験

結果にほとんど影響がないと考えられた。また、各試験機関の蒸発に要する時間や容

器の放冷時間の差異による影響も特に認められなかった。また、公定法において浸出

用液として使用されているヘプタンと、代替溶媒として検討されているイソオクタン

及び 95%エタノールによる性能の差を比較したところ、両者に差はなくほぼ同等であ

った。従って、イソオクタン及び 95%エタノールは、ヘプタンの代替溶媒として規格

試験法に適用可能と判断された。しかし、いずれの場合においても揮散または変化し

やすい成分を多く含む試験溶液の場合は、細かな蒸発乾固や乾燥の操作の違いにより

蒸発残留物量に差が生じてしまい十分な性能が得られない可能性があった。 
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